
常磐自動車道　大熊インターチェンジ工事（製品寸法：B7750/7750×H5800）

概　要
　「FAボックス」は、 ３分割されたプレキャスト部材と現
場打ちコンクリートを併用した、大断面ボックスを構築する
工法。頂版、側壁を分割構造（セグメント化）とすることで、
「斜角」への対応が容易となる。

特　長
１�．優れた経済性
　�各プレキャスト部材（側壁・頂版）をスラブ構造としたこ
とで、製作コストを下げることができ、さらに頂版の斜角
対応が容易となることで工事全体の費用削減と工期短縮を
実現する。
２�．ループ継手による剛構造
　�接合隅角部にループ継手を設け、剛結合として一体化する
技術を九州大学と共同で開発。2020年には「正負交番載荷
実物大実験」を実施し、十分な耐震性能を有することが証
明された。

構造概要

製品規格

施工手順

標準平面図 斜角平面図

断面図 隅角部構造

カルバート寸法
内空幅B （㎜）
内空高H （㎜）
頂版厚T₁ (㎜)
底版厚T₂ (㎜)
側壁厚T₃ (㎜)
斜　角θ （°）
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※角度は5°ピッチで対応。上記規格以外は要問い合わせ。

①基礎
施工性を高めるためレール基礎を
標準とする。

②側壁施工
レール基礎上に設置するため正確
で迅速な据付ができる。

③頂版スラブ架設
通常の玉掛ワイヤー ４点吊りにて
架設する。

④頂版隅角部の配筋状況
頂版スラブと側壁スラブのループ
継手構造。

⑤底版部の配筋
底版部の鉄筋を組み立てる。

⑥施工完了
頂版隅角部および底版部にコンク
リートを打設し完了。
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FA工業会
〒811-1102　福岡市早良区東入部5-15-7　㈱ヤマウ内
TEL 092-872-3331　FAX 092-872-3332　URL http://fabox.jp　
［会員社］㈱アドヴァンス、池田東北㈱、㈱イズコン、ケイコン㈱、
昭和コンクリート工業㈱、㈱高見澤、千葉窯業㈱、東洋ヒューム管㈱、
日本興業㈱、ランデス㈱、日本コンクリート㈱、興建産業㈱、永井
コンクリート工業㈱、㈱ミルコン、鶴見コンクリート㈱、㈱マルトク、
ヒロセ補強土㈱、三和コンクリート工業㈱、㈱旭ダンケ、㈱ヤマウ

ボックスカルバート工

FAボックス
NETIS登録番号：QS-110006-VE
平成27年度活用促進技術

土木工事 共通工
掲載年 ●
掲載月 ●

FAボックス
NETIS登録番号：（旧）QS-110006-VE
平成27年度活用促進技術

特集–104／土木工事／共通工
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橋梁として施工したボックスカルバートへの設置例 アンダーパスとして施工したボックスカルバートへの設置例

概　要
　従来現場打で構築していた大型プレキャストボックスカル
バートの地覆をプレキャスト化したブロック。これまでは作
業高が２ｍを超える場合、地覆外側の型枠を設置・撤去する
ため足場が必要だったが、 本技術では足場工が不要となり、
工期短縮および安全性向上に寄与する。

規　格
●サイズ

ボックスカルバート工

大型プレキャストボックスカルバート用
プレキャスト地覆ブロック
NETIS登録番号：CB-220018-A

日本コンクリート株式会社
〒463-8547　愛知県名古屋市守山区瀬古3-1725
TEL  052-793-1151　FAX 052-793-4405
URL  https://www.nippon-c.co.jp/

［資料請求先］営業部（TEL.052-793-1151）
［拠点］静岡営業所（TEL.054-285-0878）、豊橋営業所（TEL.0532-41-0814）、三重営
業所（TEL.0594-77-1881）

 土木工事／共通工／特集-105

従来技術

外側の型枠を設置・撤去するために
足場が必要

ボックスカルバートの上からブロッ
クを設置

本技術

特　長
１．安全性の向上

外側型枠の設置・撤去の足場が不要となり、高所作業時間
が短縮でき安全性が向上する。
２．工期の短縮

コンクリート養生期間が不要なため、工期の大幅な短縮を
実現する。
３．品質の安定

熟練工への依存度が軽減し、品質管理ができる工場製作と
なるため品質が安定する。

地覆幅（㎜） 地覆高（㎜）
400・500・600 300～1000

種別（衝突荷重） 地覆高（㎜）
B・C種（30kN） 1000
A種（55kN） 500

●ガードレール設置目安

施工手順

※�ガードレールが地覆に取りつく場合など、設計条件によって使用できない場
合がある。

※�衝突作用高600㎜、1ブロックが幅400㎜×長2000㎜の場合

①地覆ブロックを据付け、ボック
スカルバートと固定するためのア
ンカーボルトを取付

③アンカープレートを取り付け、
所定のトルク値でナットを締付け※ 固定部の精度が必要なため、現場打や他社のボックスカルバートには使用で

きないなど使用上の制限がある。詳細は要問い合わせ。

②アンカーボルト周辺の隙間等に
モルタルを充填

④完成
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